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次
世
代
基
盤
に
郷
億
円

林
野
庁
は
８
月
３‐
日
、２
０
１
６
年
度
予
算
概
算
要
求
を
提
出
し
た
。

要
求
総
額
は
３
４
２
９
億
１
９
０
０
万
円

（前
年
度
比
１３

・
１
％
増
）

で
、
一重
点
事
項
と
し
て
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
に

「次

世
代
林
業
塞
磐
フ
ヽ
り
在
有
金
」
と
し
て
２
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

間
伐

・
路
網
整
備
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（直
交
集
成
板
）
な
ど
を
製
造
す
る
木
材

加
工

・
流
通
施
設
、
本
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
設
整
備
や
地
域
材
の
活

用
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
り
組
み
を

総
合
的
に
支
援
す
る
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

地
域
材
利
用
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
技
術
開
発
支
援
に
重
き

林野庁

ルと
探
る

研
究
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
代

月
２
日
号
に
続
い
て
、デ
ザ
イ
ナ
ー

ん
が
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
置

座
イ
ス
」

妥
協
の
な
い
つ
く
り

斎
藤
　
背
の
張
り
布
の
部
分
の
ほ

か
に
、
登

ユ

つ
吉
審

ツ

トレ
」こ
ろ

が
、座
板
や
背
板
の
接
合
部
分
で
す
。

複
雑
な
三
次
曲
面
に
す
き
間
な
く
接

合
す
る
こ
と
墜
金
類
の
芸
で
し
た
。

↓
ヨ
Ｈ
中
　
章
己
再
キ
訟
旦
干
″
み
ヽ
ン
ア
ド
ｐ
，
，

を
促
し
つ
つ
森
林

・
林
業
の

持
統
的
な
発
展
と
公
共
的
機

能
の
発
一塚

白

る
こ
と
埜

里

要
」
と
し
た
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
、

「木
材
の
安
定

設
の
整
備
、
地
域
材
を
利
用

し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
を
製
造
す

る
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整

備
な
ど
に
対
す
る
、
森
林

・

林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交
付

金
―
の
２
点
が
柱
と
な

っ
て

い
る
。

ほ
か
に
文
部
科
学
省
の

「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
パ
イ
ロ
ッ

ト

・
モ
デ
ル
事
業
」
と
連
携

し
、
地
域
材
を
活
用
し
て
木

造
の
学
校
施
設
を
整
備
す
る

場
合
な
ど
に
は
補
助
単
価
を

上
げ
る
こ
レ
キ
傍
」が
盛
り
込

ま
れ
た
。

２
０
１
５
年
度
当
初
予
算

額
２７
億
円
ひ
空
絵
噂に
惇
え

２
０
１
６
年
度
予
算
概
算

要
求
の
目
玉
と
な

っ
た
の

は
、
林
業
の
成
長
産
業
化

・

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
の

た
め
の

「次
世
代
林
業
基
盤

づ
く
り
麦
付
金
」
の
２
０
０

車隔
日
。
主
井
丙
容
と
し
て
、

①
間
伐
材
の
供
給
力
の
強
化

と
室
狂
松
施を
確
保
す
ｚつた

め
の
路
網
整
備
、
伐
倒

・
般

出
を
支
援
す
る
次
世
代
木
材

生
産

・
供
給
シ
ス
テ
ム
構
築

事
業
を
新
場
で
実
施
②
木
材

公
共
建
築
物
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
施

和
歌
山
県
木
材
協
同
組
合

連
合
会
、
同
森
林
組
合
連
合

会
な
メ
」
で
つ
く
る

「和
歌
山

県
木
造
住
宅
生
産
体
制
強
化

推
進
協
議
会
」
は
、
紀
州
材

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
タ
イ
ニ
ー
ハ

ウ
ス

（小
さ
な
住
居
・
小
屋
）

を
製
作
、
日
辺
市
内
２
カ
所

に
計
ヽ
様
の
展
示
を
始
め
た
。

低
座
イ
ス
の
魅
力
を
嬌
る
石
川
さ
ん

（右
）と
斎
藤
さ
ん

＝
天
童
木
工

東
京
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

の

「イ
ー
ム
ズ
Ｄ
Ｃ
Ｗ
」
は
、
パ
ー

ツ
化
す
る
発
想
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま

す
。
い
ま
の
製
品
は
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

の
榔笛
堀
多
い
な
ら
、
ｗ鮮
を
つ
く

う
玉
ヽ
ニ
ミ
雲
登
ｒ
ａ
。
こ
じ
玉
１

つ
か
。
そ

つ
い
う
時
代
の
空
気
を
懸

じ
ま
す
。

斎
藤
　
シ
ン
プ
ル
と
い
え
ば
、
直

線
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
多
い
の
で
す

ド
、
重
と
Ｆ
く
ま
、
重
離

ニ
コ
泉
Ｄ

わ

っ
て
も
、
古
さ
を
懸
じ
さ
せ
な
い

理
由
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
日
本
人
の

生
活
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

い，
，
デ
禾
主
万
。

▲ほ座イス

取
り
組
み
を
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
都
市
部
の
建
築
物
の

木
質
化
を
推
進
す
る
た
め
の

技
術

・
製
品
の
開
発

・
普
及

度
デ
ー
タ
の
収
集
、
同
施
工

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
木
質

対
火
部
材
の
開
発
な
ど
を
行

う
の
地
域
材
を
利
用
し
た
公

共
建
築
物
の
木
造
化
の
促

紀
州
材
の
Ｐ
Ｒ
小
屋
製
作

和
歌
山
県
防
災
ハ
ウ
ス
に
も
活
用

５
棟
は
全
て
紀
州
材
で
製

作
さ
れ
、
そ
の
中
の
２
棟
は

太
陽
光
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
完
全
独
立
型
電
源

（オ

調

守

宣
て
い
る
こ
と
か
ら
良
材
に
関

し
て
は
上
是
堕
同
。
天
然
木

の
板
日
、
柾
目
盤
ど
も
に
良

援
、
海
外
で
の
地
域
材
の
利

用
を
晋
及
す
る
た
め
の
日
本

産
材
を
使
用
し
た
モ
デ
ル
建

築

・
木
製
品
の
展
示
な
ど
支

援
す
る
。

フ
グ
リ
ッ
ド
電
源
）
を
装
備

し
た
モ
デ
ル
で
、
渡
瀬
温
泉

キ
ャ
ン
プ
場
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。
高
さ
約
３
財
て
約
３

●
５
畳
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を

持
ち
、
独
立
し
た
電
源
の
確

保
に
よ
り
、
緊
急
時
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
匿
題
で

き
る
。
開
発

・
施
工
し
た
Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｅ

（横
浜
市
）
は

「紀

州
材
の
特
徴
で
あ
る
木
の
香

り
や
ぬ
く
も
り
の
魅
力
に
加

え
、
低
炭
素
社
会
に
必
要
と

な
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ユ
フ
イ

フ
を
体
験
で
き
る
事
？
ト
ウ

た
」
と
い
う
。

タ
イ
エ
ー
ハ
ウ
ス
は
数
年

前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま

り
、
欧
米
で
人
全
却が
高
ま
っ

て
い
る
。
別
荘
地
や
住
宅
の

庭
な
ど
に
設
置
し
て
利
用
す

る
ケ
ー
ス
ど
多
い
。
同
社
で

は
紀
州
材
の
新
た
な
活
用
方

法
と
し
て
、
災
害
時
対
応
機

能
を
備
え
た

「オ
フ
グ
リ
ッ

ド

・
タ
イ

ニ
ー

・
ハ
ウ
ス
」

も
積
極
展
開
す
る
予
定
。

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
が
施
工
し
た
オ

フ
グ
リ
ツ
ト

タ
イ
ニ
ー

ハ
ウ
ス

年
同
月
比
８
，６
％
の
減
少
、

出
荷
量
は
４
万
３
千
７
２
７

立
方
財
、
対
前
年
同
月
比
５
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